
1 

 

かたおか・あいのすけ 

片岡愛之助 【六代目 松嶋屋】 

 

昭和47年生まれ。昭和56年12月に十三世片岡仁左衛門の部屋子となり、南座『勧

進帳』の太刀持音若で片岡千代丸を名のり初舞台。平成4年1月に片岡秀太郎の養

子となり、大阪・中座『勧進帳』の駿河次郎ほかで六代目片岡愛之助を襲名。上

方歌舞伎の継承者として期待を背負うと共に、古典の復活や新作にも力を入れて

いる。昨年は新国劇の『月形半平太』や松竹新喜劇の『四海波』を歌舞伎作品化

して主演した。『蜘蛛絲梓弦
くものいとあずさのゆみはり

』では得意の早替りで五役を踊り分けた。永楽館歌

舞伎やシスティーナ歌舞伎では座頭を勤める。 

 

なかむら・まつえ 

中村松江 【六代目 加賀屋】 

 

昭和41年生まれ。中村東蔵の長男。昭和51年4月歌舞伎座『鏡獅子』の胡蝶で中村

勝行の名で初お目見得。同年11月歌舞伎座『伽羅先代萩
め い ぼ く せ ん だ い は ぎ

』の鶴千代で四代目中村

玉太郎を名のり初舞台。平成18年4月歌舞伎座『関八州繋馬
かんはっしゅうつなぎうま

』の源頼平ほかで六代

目中村松江を襲名。父に似て鷹揚な雰囲気だが立役として白塗りの二枚目から敵

役まで手堅い。『土蜘』の渡辺綱や『仮名手本忠臣蔵』「七段目」の矢間重太郎

などで、端正な容姿から爽やかな武将の印象を与える。一方昨年は『里見八犬伝』

の金碗大輔で誠実な忠臣の大きさを『連獅子』の間狂言の僧で軽妙さを見せた。 

 

なかむら・かずたろう 

中村壱太郎 【初代 成駒家】 

 

平成2年生まれ。中村鴈治郎の長男。祖父は坂田藤十郎。平成3年11月南座『廓文

章』の藤屋の手代壱太郎で本名で初お目見得。平成7年1月大阪・中座『嫗
こもち

山姥
や ま ん ば

』

の一子公時で初代中村壱太郎を名のり初舞台。平成26年に日本舞踊吾妻流七代目

の家元・吾妻徳陽を襲名。幼少時から舞踊や邦楽の基礎を積み重ね、芸熱心な花
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形の女方。祖父・坂田藤十郎が大切にする上方作品を受け継ぎ『帯屋』のお半と

長吉を一人二役で演じ分けるのも三度目となった。昨年は『番町皿屋敷』の腰元

お菊を初役で演じ、新春の坂東玉三郎舞踊公演では『鷺娘』にも挑戦した。 

いちかわ・えんや 

市川猿弥 【二代目 澤瀉屋】 
 

昭和42年生まれ。子役時代の昭和50年1月歌舞伎座『菅原伝授手習鑑
す が わ ら で ん じ ゅ て な ら い か が み

』「寺子屋」

の寺子四郎蔵で本名で初舞台。昭和53年5月に三代目市川猿之助（現・猿翁）の部

屋子となり、南座『加賀見山再岩藤
か が み や ま ご に ち の い わ ふ じ

』の志賀市ほかで二代目市川猿弥を名のる。

芝居心がある役者で、古典から新作までどの役でも役の性根をつかみ、自在に表

現する。昨年は『ワンピース』をはじめ『夢幻恋双紙』、『歌舞伎座捕物帖
こ び き ち ょ う な ぞ と き ば な し

』、

『野田版 桜の森の満開の下』など新作での活躍が目立った。特に『桜の森』では

山賊マナコを骨太く演じた。憎めない愛嬌ある存在感と味が魅力的だ。 

 

なかむら・じゅうじろう 

中村寿治郎 【初代 成駒家】 

 

昭和13年生まれ。二世中村鴈治郎に師事、昭和27年8月大阪・歌舞伎座『夏祭浪花鑑
な つ ま つ り な に わ か が み

』

の若い衆で中村鴈好を名のり初舞台。昭和33年に二代目中村扇雀（現・坂田藤十

郎）門下となり、昭和46年12月南座『曽根崎心中』の町の衆金兵衛ほかで中村扇

豊と改め名題昇進。平成7年1月中村寿治郎と改め平成27年1月大阪松竹座『寿曽我

対面』の梶原平三景時で幹部昇進。舞台歴60年以上の上方歌舞伎のベテラン。お

かしみある下女から貫禄ある隠居まで幅広く演じる。昨年は『帯屋』の繁斎で息

子への情を見せ、『四海波』の沖津俊斎では威厳と飄逸さを併せ持つ父を演じた。 

 

かみむら・きちや 

上村吉弥 【六代目 美吉屋】 

 

昭和30年生まれ。昭和48年に片岡我當に入門し、10月大阪・新歌舞伎座『新吾十

番勝負』の寛永寺の僧ほかで片岡千次郎を名のり初舞台。平成5年11月南座『草摺

引』の舞鶴ほかで六代目上村吉弥を襲名。若い時から美しい顔立ちと芳醇な色気
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を併せ持つ女方。上方歌舞伎を中心に様々な舞台で活躍する。『封印切』の井筒

屋おえんのような女将が似合うが、最近は老母役が多く、『毛谷村』の後室お幸

や『仮名手本忠臣蔵』「六段目」の母おかや、『実盛物語』の小よしなど母親の

情を微細に描き出す。また『里見八犬伝』の妖猫の怪では妖怪の凄味を見せた。 

いちかわ・もんのすけ 

市川門之助 【八代目 瀧乃屋】 

 

昭和34年生まれ。七世市川門之助の長男。昭和44年2月歌舞伎座『義経千本桜』

「鮨屋」の六代君ほかで二代目市川小米を名のり初舞台。平成2年12月歌舞伎座

『義経千本桜』「四の切」の義経で八代目市川門之助を襲名し名題昇進。面長な

顔立ちと品格ある立ち姿から『義経千本桜』の義経のような白塗の立役が似合う

一方、亡父が得意とした女方も兼ねる。昨年の『鎌倉三代記』の藤三郎女房おく

るや『実盛物語』の小万では、義太夫狂言の風情を見せた。また『歌舞伎座捕物帖
こ び き ち ょ う な ぞ と き ば な し

』

では竹本の太夫・鷲鼻少掾役で義太夫を披露し新たな一面を見せた。 

 


